　　　きのくに県民カレッジ・わかやま学講座 
令和３年度高等教育機関コンソーシアム和歌山
わかやま学講座（公開講座・フォーラム）企画募集要項
―地域の課題解決や活性化に役立つ事業を企画してみませんか？－
高等教育機関コンソーシアム和歌山では、県内の市町村やＮＰＯなどと高等教育機関が連携することにより、共に学び、発展し合うことを目的とした企画提案型の講座・フォーラム「わかやま学講座」を募集しております。
採用された企画には、高等教育機関コンソーシアム和歌山より以下の支援が行われます。
①　和歌山県下の高等教育機関より、バラエティ豊かな講師を紹介します。
②　チラシ作成費・会場借上料・講師謝金等、必要と認められる経費は上限２０万円で高等教育機関コンソーシアム和歌山が負担します。
③ 「わかやま学講座」は、和歌山県教育委員会・きのくに県民カレッジ事業として認められます。
この要項・事業企画提案書・これまで採択された事業の概要は、以下のページから閲覧・ダウンロードできます。
→　http://www.consortium-wakayama.jp/ext.html
※新型コロナウイルスの感染状況によっては、本事業を中止する場合があります。
	１
	募集の概要


募集期間　令和３年３月１７日（水）から令和３年５月６日（木）１７時まで 【必着】
募集部門　①スタートアップ部門（新規の団体／団体発足から２年以内の“活動を始めたばかり”の団体）
　　　　　②ステップアップ部門（団体発足から２年を経過している“活動実績がある”“自立を目指す”団体）
※①スタートアップ部門では講座運営について、団体との協議を経て、進めていきます
※②ステップアップ部門では講座運営について、原則団体で自立的に行って頂きます
対象となる団体　和歌山県内に主たる活動拠点を置く市民団体（ＮＰＯ（法人格の有無は問いません）・ボランティア団体・学生団体・サークルなど。個人での応募はできません）
対象となる企画　地域住民のニーズに基づくもの、地域発展のための課題解決を支援するもので、次の各号に掲げる課題に沿った内容により和歌山県内で開催する公開講座・フォーラムで、２０名以上の参加者が見込めるものです。
①　歴史・文化等にかかわるもの　　　　　
④　健康・福祉等にかかわるもの
②　自然・環境・防災にかかわるもの　　　
⑤　子育て・教育等にかかわるもの
③　産業・観光等にかかわるもの　　　　　
⑥　その他、地域住民の切実な学習ニーズに基づくもの
なお、他より補助又は委託を受ける事業、特定の政治活動・宗教の利害に関する事業、営利を目的とする事業、その他「高等教育機関コンソーシアム和歌山」が対象外と認める事業は対象となりません。
企画の形式　①または②のどちらかで企画してください。
①連続講座（３回以上）…高等教育機関コンソーシアム和歌山が講師を紹介します。
②フォーラム（１回以上）　…高等教育機関コンソーシアム和歌山が紹介する講師とあわせて外部講師を依頼することができます。
助成する金額　以下に係る事業費として、原則２０万円を上限に助成します。
	謝　　　金
	講師謝金（最大6,000円／時）・託児報償費（最大1,200円／時）

	旅　　　費
	講師・協力者が講座会場までに要する交通費等（同一市町村内は不支給です）

	印刷製本費
	募集チラシや講座資料の印刷代

	借　　　料
	会場借上料、講座に係る機材等

	消耗品費
	講座に必要な材料費（事務物品の購入は認められません）

	そ　の　他
	保険。その他、コンソーシアム和歌山が必要と認めるもの（個別にご相談ください）


　　　　※飲食費（交際費・接待費・打ち上げ費等）の支出は認められません。
選考方法　全ての団体からヒアリングを実施し、その後、審査会により採用企画（３団体程度）を決定します。
採用の可否については書面にて通知します。
※ヒアリングは基本的には対面での実施を予定していますが、新型コロナウイルスの感染状況によっては、
オンライン会議システムを使用したヒアリングを実施する場合又は事業を中止する場合があります。
事業の対象となる期間　令和３年７月２４日（土）から令和４年１月１６日（日）まで
審査項目　企画内容・目的に沿った講演をおこなえる教員がコンソーシアム和歌山に在籍しているうえで、下記の基準
により総合的に判断します。
①組織性　　　　　（企画団体は、適切に企画を実施する組織及び体制をとっているか）
　　　　　　　　　　※特に「②ステップアップ部門」については自立的な講座運営の力量
②ニーズ性　　　　（地域の活性化・課題解決に役立つような企画内容であるか）
③対象の明確性　　（企画の内容及び主旨目的において、受講対象者にあったものであるか）
④オリジナリティ　（創意工夫を生かしたような企画内容であるか）
⑤継続性・発展性　（将来、継続的に実施され、更なる発展が期待できるものであるか）
事業実施までの流れ　以下のとおりです。なお、ヒアリング審査は令和３年５月１５日（土）を予定しています。
　　　企画書等の作成・　　　書類受付・ﾋｱﾘﾝｸﾞ　　　事業準備（チラシ作成・　　　事業の実施　　　　　　事業報告書の作成
　応募　　　　　　　　　審査・採用企画の　　　受講者募集・講師との打　　　　　　　　　　　　　　・実績報告会
　(３～５月)　　　　　　決定(５～６月)　　　　ち合せ・会場準備等）　　　 (７～１月)　　　　　　(１～３月)　　　　　　　
	２
	申込方法・問い合わせ先


高等教育機関コンソーシアム和歌山・わかやま学講座のページ（http://www.consortium-wakayama.jp/ext.html）より、必要書類（［様式］事業企画提案書）をダウンロードし、必要事項を記入のうえ、以下の宛先まで郵送（簡易書留等記録の残るもの）により提出してください。書類は令和３年５月６日（木）１７時必着です。
① ［様式］事業企画提案書
②  団体やグループの活動がわかる資料（Ａ４・１枚・様式自由）　※２枚以上提出した場合は１枚目のみ有効となります。

宛先　〒640-8510　和歌山市栄谷930　
和歌山大学研究・社会連携課　生涯学習・リカレント教育係　宛
ＴＥＬ：073-457-7152（月～金　9：00～12：00　13：00～17：00）
ＦＡＸ：073-457-7167　電子メール：lifelong@ml.wakayama-u.ac.jp
【南海和歌山大学前駅から徒歩で約20分、自転車で約10分、和歌山バス（和歌山大学前駅東口バス停
 和歌山大学行き）で約4分】
なお、申請書に関する問い合わせ及び[様式]をダウンロードできない場合は、上記までご連絡ください。書類一式をお送りいたします。
講師に関するお問い合わせは、お近くの高等教育機関コンソーシアム担当へお願いします。
	和歌山県立医科大学（総務課）
	073-441-0710
	http://www.wakayama-med.ac.jp/

	高野山大学（学生サポート課）
	0736-56-5027
	http://www.koyasan-u.ac.jp/

	近畿大学（生物理工学部事務部）
	0736-77-3888
	http://www.waka.kindai.ac.jp/

	和歌山信愛大学
	073-488-6228
	https://www.wsu.ac.jp/

	東京医療保健大学和歌山看護学部（和歌山事務部）
	073-435-5819
	https://www.thcu.ac.jp/faculty/wakayama/

	和歌山信愛女子短期大学
	073-479-3330
	http://www.shinai-u.ac.jp/

	和歌山工業高等専門学校（総務課総務・企画係）
	0738-29-8212
	http://www.wakayama-nct.ac.jp/

	放送大学和歌山学習センター
	073-431-0360
	http://www.u-air.ac.jp/center/kinki/wakayama/gaiyou.html

	和 歌 山 大 学
	073-457-7152
	http://www.wakayama-u.ac.jp/


高等教育機関コンソーシアム和歌山とは？
和歌山県内の大学・短期大学・高等専門学校などの高等教育機関は、その知的資源を結集し、相互に連携・協力することによって、より一層の地域貢献とそれぞれの魅力発揮をめざして高等教育機関コンソーシアム和歌山を組織しています。（http://www.consortium-wakayama.jp/ 　または「コンソーシアム 和歌山」で検索）
